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水 共 生 学
セ ミ ナ ー
～水・ヒト・生き物の営みが共生する石垣島を目指して～

M i z u

k y o s e i - g a k u

S e m i n a r

2023年10月15日（日）
16時10分～18時00分
（16時00分 開場）

主催：科学研究費助成事業 学術変革領域研究（Ａ）
　　　「ゆらぎの場としての水循環システムの動態的解明による水共生学の創生」
共催：石垣市、国立研究開発法人国際農林水産業研究センター

▪水共生学プロジェクトの紹介
　荒谷 邦雄 （九州大学・水共生学代表）

《話題提供》
▪サンゴ礁の自然とリゾート開発 ～名蔵湾について考える～
　菅 浩伸 （九州大学）

▪沖縄諸島の水環境知から学び合う試み ～東ティモールの現状と課題～
　嶋田 奈穂子 （総合地球環境学研究所）

▪陸と海のつながり
　大澤 和敏 （宇都宮大学）

▪熱研の未来への取組み
　～農業の発展と環境保全が両立する資源循環システムの開発～
　安西 俊彦 （国際農林水産業研究センター）

▪水共生学未来シナリオワークショップ報告

参加無料
（定員100名）

事前登録不要

日時 石垣市民会館中ホール
（石垣市浜崎町1-1-2） 

会場

プログラム

共生学プロジェクトでは、水をとりまく環境・ヒト・生き物が持続的に共生する社会の実現を目指し、研究を進めています。
2023年2月に開催したワークショップ「石垣島をめぐる水共生学」に引き続き、今回は気候変動のもとで水環境が

変化する石垣島に焦点をあて、農業や観光などの産業や社会・文化、生物多様性に関する取り組みについてご紹介いたします。

水

問い合わせ：水共生学事務局　info@mizu-kyosei.net


